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 全国ガスパイプライン整備方針に係る調査検討 

調査期間 

 平成27年12月～（平成28年度予算においても継続中) 

調査内容 

 １）想定パイプラインルートにおける費用便益分析 

    想定ルートにおける事業所の立地状況、エネルギー使用量等を情報収集 

※平成24年度委託調査「広域天然ガスパイプライン整備に関する費用便益分析の検討

等」にて構築した費用便益分析手法を用いて分析 

 ２）海外パイプライン敷設状況調査 

  ① 全体最適な方針の有無、その基本思想（官民の役割分担のあり方等） 

  ② 民間事業者間の利害調整機能 

  ③ 整備コスト負担の在り方 

  ④ 整備コスト低減のための措置 等 

（出所：資源エネルギー庁 入札公告「平成27年度天然ガス高度利用基盤調査（天然ガスパイプライン整備方針の検討に向けた調査）」、平成27年11月20日） 

１ 



 去る５月の第3２回ガスシステム改革小委員会で導管整備方針（案）が提示 

 新潟～三田ルートが、費用便益を行う複数のモデルケースの一つとして位置づけられた。 
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 全国ガスパイプライン・想定ルートの検討 

（出所：経済産業省 総合資源エネルギー調査会 総合部 
 会天然ガス シフト基盤整備専門委員会報告書 参考 
 資料集抜粋、平成24年６月） 

cf. 平成24年度調査におけるルート 

（出所：資源エネルギー庁 総合資源エネルギー調査会  

 基本政策分科会 ガスシステム改革小委員会（第32回）資料抜粋、平成28年5月24日） ２ 



 新潟の枯渇ガス田を貯蔵施設として活用することを前提に試算 

 便益の計測対象は「季節間のＬＮＧ調達価格差」、枯渇ガス田活用によるコスト減」のみ 

 新潟～三田間の需要については、京阪神地区の既存需要のみを積算 

 各委員からは、便益の前提条件が不十分、バックアップ機能などの費用が考慮されていな
いなどの意見 
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 全国ガスパイプライン・費用便益調査結果 

（出所：資源エネルギー庁 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 ガスシステム改革小委員会（第33回）資料抜粋、平成28年６月16日） 
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＜調査結果の概要＞ 
 
 隠岐周辺、上越沖、秋田・山形沖、日高沖及び北海道周辺の

調査海域において広域地質調査等を実施した結果、表層型メ
タンハイドレートの存在の可能性がある特異的な構造（ガス
チムニー構造）が１，７４２箇所確認 

  
 隠岐周辺及び上越沖に存在する3箇所のガスチムニー構造に

おいて、合計約30箇所の掘削調査を実施したところ、取得さ
れた地質サンプルに含まれる表層型メタンハイドレートの状
態や量は均一ではなく、サンプル毎に大きく異なっているこ
とが判明 

  
 現在、商業化の観点から、その資源の規模及び分布状況につ

いて検証を継続中 
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 メタンハイドレート資源量調査結果 

 資源エネルギー庁では、「海洋基本計画」に基づき表層型メタンハイドレートの

資源量把握に向けて、平成25年度から平成27年度まで3年程度調査を実施 

（出所：経済産業省報道発表「表層型メタンハイドレートの資源量把握に向けた調査を行いました～掘削調査により地質サンプルを取得～」、平成28年1月22日） 

    経済産業省報道発表「表層型メタンハイドレートの資源量把握に向けた調査を行いました～掘削調査により表層型メタンハイドレートを含む地質サンプルを取得～」、 

    平成26年12月25日） 

＜地質サンプル取得調査の結果＞ 

 
隠岐周辺 上越沖 

４ 


